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本書におきまして、以下の間違いがございました。お詫びのうえ訂正いたします。

 誤 正

p.6　8・10行目 raw law

p.136　5行目 中は 中では

p.137　18行目 用例 4 用例 5

p.138　12行目 （4） （7）

p.160　5行目 （2a） （2）

p.213　7行目 太字で大きく 色付きの背景で

p.230　下から 9行目 以下のような形 以下の図 3のような形

p.243　2行目 反復語彙が文章中のどの位置 反復語彙の文章中での位置を
 で用いられているのを

p.245　下から 7行目 （6b）示した （6b）で示した

p.248　下から 8行目 特徴的 特徴

p.250　下から 5行目 図 7 図 6

p.260　4行目 『国語 2』） 『国語 2』、指示語「それ」は「モアイ」へ置き換え）

p.272　図 10　右上 文章遁的問題 文章論的問題

p.284　下から 12行目 （7）から（9） （7）から（10）

p.313　表 3 

p.314　1行目 語群 7（13語） 語群 7（33語） 

p.317　3行目 図 4では、 図 5では、  

p.317　図 5  
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p.313 の表 3、p.317 の図 5については、本 PDFの次ページに
修正後の全体図を掲載します。

313 第 16章　文章データを用いた語彙の分類試論

きければ全体の分布よりもその後接要素がよく用いられ、1より小
さければ全体の分布よりも用いられないという解釈を行うことがで
きる。
表 3では、それぞれの語群で最も値が大きいものを太字と灰色で
示し、その次に大きいものを灰色で示した。語群 1から語群 14ま
ででばらつきがあるものの、全体として、左上から右下に向けて値
の大きい後接要素が推移していると言える。すなわち、全体の傾向
としては、助詞類を後接要素に取って補語として用いられる語群が、
語群 1をはじめとする表 3の上部に分布し、述語的な後接用要素を
取る語群が語群 14をはじめとする表 3の下部に分布していると考
えられる。
クラスター分析によって図 3・表 3のように細分化された語群を
見てみると、まず、図 3から、語群 1から語群 14のうち、見出し
語の数が最も多数となるのは語群 1（93語）であることが分かる。
語群 1は、表 3の特化係数の値から、最も偏りの小さい分布を持つ
と言え、その中で格助詞・係助詞・副助詞においてのみ 1より大き
な値を示していることから、これらが格助詞・係助詞・副助詞によ
って特徴づけられる典型的な名詞であると言える。

表 3　各語群の特化係数の平均値

格助詞 係助詞 副助詞 読点 助動詞 
「だ」 句点 副詞 サ変動詞 

「する」 動詞 形状詞 終助詞 形容詞 形容詞 
「ない」

語群 1 1.234 1.145 1.170 0.866 0.501 0.345 0.007 0.103 0.622 0.000 0.021 0.092 0.216 

語群 2 0.755 0.680 0.264 0.321 5.284 4.363 0.000 0.480 1.007 0.000 0.000 0.000 1.460 

語群 3 1.287 0.737 1.174 0.266 1.077 0.666 0.229 0.240 0.110 0.325 11.323 0.000 0.000 

語群 4 1.039 1.452 0.501 1.547 0.999 0.206 8.658 0.000 0.620 0.608 0.000 0.000 0.344 

語群 5 0.658 2.207 2.503 2.284 0.525 0.484 21.580 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 

語群 6 0.396 2.322 3.783 2.371 0.305 0.000 21.957 0.000 9.830 4.457 0.000 5.646 0.000 

語群 7 0.375 0.306 0.708 0.214 0.165 2.022 0.000 6.711 0.080 0.000 0.000 0.000 0.000 

語群 8 1.052 0.912 1.412 1.977 0.672 0.486 0.199 0.000 1.457 11.317 1.471 1.995 0.000 

語群 9 0.407 0.404 0.963 4.078 0.000 8.376 0.000 0.000 7.503 29.487 0.000 0.000 0.000 

語群 10 0.361 0.000 0.853 0.000 12.527 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 51.728 0.000 4.869 

語群 11 0.717 0.858 1.756 1.599 1.663 3.814 0.000 0.000 7.433 4.049 0.000 24.725 0.000 

語群 12 1.306 1.022 0.695 0.000 0.365 0.000 0.000 0.000 0.000 10.648 0.000 53.951 0.000 

語群 13 0.427 0.000 0.000 2.171 2.857 1.171 6.526 0.000 36.186 0.000 0.000 11.747 0.000 

語群 14 0.878 1.110 1.149 0.000 0.000 0.000 0.000 0.317 0.995 0.000 0.000 7.432 59.893 

同様に見出し語の数という観点から図 3を見ると、語群 1に次い

＊アミカケ位置の間違い



p.313　表 3　正 

 

p.317　図 5　正  
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きければ全体の分布よりもその後接要素がよく用いられ、1より小
さければ全体の分布よりも用いられないという解釈を行うことがで
きる。
表 3では、それぞれの語群で最も値が大きいものを太字と灰色で

示し、その次に大きいものを灰色で示した。語群 1から語群 14ま
ででばらつきがあるものの、全体として、左上から右下に向けて値
の大きい後接要素が推移していると言える。すなわち、全体の傾向
としては、助詞類を後接要素に取って補語として用いられる語群が、
語群 1をはじめとする表 3の上部に分布し、述語的な後接用要素を
取る語群が語群 14をはじめとする表 3の下部に分布していると考
えられる。
クラスター分析によって図 3・表 3のように細分化された語群を
見てみると、まず、図 3から、語群 1から語群 14のうち、見出し
語の数が最も多数となるのは語群 1（93語）であることが分かる。
語群 1は、表 3の特化係数の値から、最も偏りの小さい分布を持つ
と言え、その中で格助詞・係助詞・副助詞においてのみ 1より大き
な値を示していることから、これらが格助詞・係助詞・副助詞によ
って特徴づけられる典型的な名詞であると言える。

表 3　各語群の特化係数の平均値

格助詞 係助詞 副助詞 読点 助動詞 
「だ」 句点 副詞 サ変動詞 

「する」 動詞 形状詞 終助詞 形容詞 形容詞 
「ない」

語群 1 1.234 1.145 1.170 0.866 0.501 0.345 0.007 0.103 0.622 0.000 0.021 0.092 0.216 

語群 2 0.755 0.680 0.264 0.321 5.284 4.363 0.000 0.480 1.007 0.000 0.000 0.000 1.460 

語群 3 1.287 0.737 1.174 0.266 1.077 0.666 0.229 0.240 0.110 0.325 11.323 0.000 0.000 

語群 4 1.039 1.452 0.501 1.547 0.999 0.206 8.658 0.000 0.620 0.608 0.000 0.000 0.344 

語群 5 0.658 2.207 2.503 2.284 0.525 0.484 21.580 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 

語群 6 0.396 2.322 3.783 2.371 0.305 0.000 21.957 0.000 9.830 4.457 0.000 5.646 0.000 

語群 7 0.375 0.306 0.708 0.214 0.165 2.022 0.000 6.711 0.080 0.000 0.000 0.000 0.000 

語群 8 1.052 0.912 1.412 1.977 0.672 0.486 0.199 0.000 1.457 11.317 1.471 1.995 0.000 

語群 9 0.407 0.404 0.963 4.078 0.000 8.376 0.000 0.000 7.503 29.487 0.000 0.000 0.000 

語群 10 0.361 0.000 0.853 0.000 12.527 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 51.728 0.000 4.869 

語群 11 0.717 0.858 1.756 1.599 1.663 3.814 0.000 0.000 7.433 4.049 0.000 24.725 0.000 

語群 12 1.306 1.022 0.695 0.000 0.365 0.000 0.000 0.000 0.000 10.648 0.000 53.951 0.000 

語群 13 0.427 0.000 0.000 2.171 2.857 1.171 6.526 0.000 36.186 0.000 0.000 11.747 0.000 

語群 14 0.878 1.110 1.149 0.000 0.000 0.000 0.000 0.317 0.995 0.000 0.000 7.432 59.893 

同様に見出し語の数という観点から図 3を見ると、語群 1に次い
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することで、図 4のような、使用傾向に基づく名詞の分布と分類の
モデルを作ることができる。以下に、図 4と対応させた考察を通し
て分類し直した語彙の一覧も示す。図 4では、図 3の語群 10に含
まれていた「訳」を語群 2に組み込み、細分化された語群を 13種
類に変更している。
なお、図 4と図 5に示した名詞の分類と分布の中には、具体的な

語の配置が直感的なものとは異なっていたり、意味的にまとめられ
そうなものが別のグループに属していたりといったものも見られる。
ただし、それはそれぞれの語の運用方法が異なることに由来するも
のであり、それぞれの用法が異なる原因と絡めて、個別に分析され
るべき問題である。

語群2 語群3 語群4 語群5 語群6 語群8 語群9 語群10 語群11 語群12 語群13

共 活動 中 理由 心 写真 本当 女 日 今 販売 確認 家族 二 一 気持ち 侭 違い
全国 自民党 下 可能性 係関つ一マーテ解理価評気人ロテい疑人二

カリメア討検開展鮮朝北口容内道相首月一親気
内現実張主事仕響影え考日五十府政際実分自身
為用利断判時話針方果結間本家手相
供子営経加参上物定予頃国韓水割役方
人一応対摘指後要必合場京東査調果効葉言
所力協場登筈山国中顔本日見意

化変明表風方一活生前件事声
在存調強訳際性女国形目
大拡施実日二十品作代時間時心中
入導表発題問所場法方報情緒一
判批介紹他況状性男頭会機

用使国米き動手象対
音 体 子供達 亡死い思

明説理料人べ調姿
援支業企間人車景背
待期子方見社会店
持支事点勢姿味意
捕逮力男界世療治

7群語1群語

分類 1 分類 2 分類 3 分類 4

図 5　名詞 166語の分布と分類

6　まとめ

本章では、名詞という品詞に注目して、実際の用法からそこに含
まれる語彙の分布図を作成し、「名詞らしさ」を裏付ける形式や語
彙の分布を記述することを目的として分析を行ってきた。分析の結
果として、語の集合体としての語彙の分布と、分布を意味づける分
類について、図 4や図 5のように具体的に示すことができた。
また、語の集合体である語彙を記述し、その構造を詳らかにする


